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那賀川北岸用水の歴史を考える

エスシー企画(株)

山本 秀樹（Yamamoto Hideki）

技術士（建設部門）

１ はじめに

徳島県は飛鳥時代まで北部が「粟 国」、南部が「長 国」と分かれていたが、大化の改
あわのくに ながのくに

新により「阿波国」として合併された。平安時代まで長国を治めていた豪族は長氏で、長
なが

国一の河川である那賀川も江戸時代まで「長川」と呼ばれていた。下流域は洪水によって
ながかわ

運ばれた土砂が堆積した三角州平野であるが、古代は中州が各地に発達し、那賀川の流れ

は網目模様に分派していた。洪水は自然氾濫状態だったため、人々は氾濫しても水に浸か

りにくい中州の小高い場所に家を建て、周辺の湿地に稲を植えて暮らしはじめた。古い日

本語では、水田化できない土地を「原」、水田化された土地を「野」と呼んだらしい。那

賀川北岸の大京原、西原など「原」のつく地域は、もともと稲作ができなかった土地なの

である。

その那賀川下流域において稲作農業が発達したのは、那賀川からの利水施設が整備され

たからである。流域は日本有数の多雨地帯であるが、急峻な地形のため洪水の流出はシャ

ープで、少し日照りが続くと渇水に見舞われる。山地崩壊もたびたび発生し、大量の土砂

が流出する典型的な砂利河川でもある。このような管理の難しい河川を相手に、土木技術

や建設機械が発達していない中世以降、那賀川北岸地域の農業利水施設がどのように整備

されていったのか、その歴史と現状について考えてみたい。

２ 江戸時代の利水開発

天正 11 年(1583 年)、豊臣秀吉から阿波一国を与えられた蜂須賀家政が入国した。家政
いえまさ

は慶長 5 年（1600 年）に出家し「庵蓬」と名乗ったため、それ以後は法名で呼ばれてい
ほうあん

る。この頃から戦乱も次第に治まり、人口の増加とともに耕地も次第に拡大されていった。

徳島藩は吉野川流域では「藍」を、那賀川流域では「米」を作る政策をとった。未熟なが

ら用水路も原型が出来上がってきて、那賀川平野の米の生産量は阿波全体の三分の一を占

めるまでになった。

代表的な利水施設としては、延宝 2 年(1674 年)、佐藤家によって建設された「大井手堰」
おお い で ぜき

が挙げられる。この堰によってもたらされた水は、羽ノ浦、立江、坂野、今津、平島の五
は の う ら た つ え さ か の い ま づ ひらじま

ヶ村 1,300 町歩を潤す。佐藤家は先祖代々、用水運営に関わる豪農であり、江戸時代に蜂

須賀家が阿波を治めるようになっても客分扱いを受け、名字帯刀・白足袋を許されていた。

佐藤家の用水に関する文書資料は数多く残っているものの、残念なことに阿南市羽ノ浦町

中 庄の那東地区にあった屋敷跡の場所は特定されてない。
なかのしよう な とう
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３ 佐藤良左衛門の功績

佐藤家には 100 年余りを隔てて２人の良左衛門がいたらしい。最初の一人は、延宝 2 年
りょうざえもん

(1674 年)に羽ノ浦町岩脇地先に大井手堰を築いた佐藤良左衛門である。当時の稲作は、
いわわき

那賀川の流れが蛇行して水当たりとなっている場所から旧河道を通して引き込んだ水が届

く範囲と、河跡池の湧水がある低湿地帯に限られ、少し高い農地では「水車」が使われて

いた。那賀川北岸側には、羽ノ浦町岩脇の大井手地点を取水口とする用水路があった。用

水路は那賀川の旧河道（地元では内川とか那東川と呼んでいた）を利用したもので、取水
うちかわ な とう か わ

口は洪水のたびに流失や決壊を繰り返していた。当時の取水口は、旧国道５５号那賀川橋

の上流約 250 ｍ付近で、旧堤防が堤内側へＵ字に曲がっている箇所である。

徳島藩は庄屋であった佐藤良左衛門にこの

修築工事を任せた。しかし、当時は資機材や

技術力も乏しく、何度やっても洪水で堰口が

壊された。遂に、人柱をたてて水神の怒りを

鎮めるしか方法が無くなった良左衛門は、誰

を人柱にするかで苦悩する。それを見かねた

良左衛門の娘お秀は、村の人々のためになる

ならば、と自ら人柱になることを申し出る。

人々はお秀を止めるが決心は固く、その身を 写真－１ 水神社（左）と大井手石碑（右）

横たえた棺がいよいよ穴の中に埋められようとした時、藩主からの使者が駆けつけた。使

者が持つ書状には、娘の代わりに埋めるように、との藩主の言葉とともに、仏像が添えら

れていた。そこで、僧侶や農民たちは祈りを込めて 1,080 個の石に梵字を刻み、仏像とと

もに堰口に埋めたのである。取水口の真上には水神さんが建てられ、堰の守護神となった。

これによって大井手堰は無事に完成し、その後の洪水でも流失しなかったと云われる。

写真ー２ 昭和 30年頃の大井手用水取水口付近 写真－３ 左と同じ位置から見た現在の取水口跡
（左下に取水口の巻上機が見える） （埋立てられ堤防と公園になっている）

昭和 30 年(1955 年)、約 3 ｋｍ上流の羽ノ浦町古毛地点に、国営事業による「那賀川北
こ もう

岸用水」の取水口が完成し、大井手堰はその役割を終えた。さらに昭和 40 年代前半に直

轄河川改修によって堤防が直線化され、取水口までの間は埋め立てられて公園になった。
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旧堤防には「水神社」に隣接して「大井手堰趾」という巨大な石碑が建立されている。こ

の石碑の文面は中西宇右衛門（中西長水）の書である。彼はかつての那賀川の名称「長
な か に し う え も ん なかにしちょうすい

川」の字を冠し、自らを「長水」と号するほどの那賀川の研究者であり、大正 10 年に「那

賀川沿革史」（穚本）を著述している。

４ 広瀬用水開削にまつわる悲話

そして、もう一人の佐藤良左衛門が「広瀬用水」の建設にかかる悲話として、羽ノ浦町
ひ ろ せ

中 庄で伝承される人物である。この良左衛門（二代目）はかつて大井手堰を築いた佐藤
なかのしょう

良左衛門（初代）の孫とも云われる。言い伝えによれば、良左衛門が外出していた折に隣

家からの出火で自宅が火事となり、藩に上納するため預かっていた金を失ってしまった。

良左衛門は責任をとって切腹しようとしたが隣人によって止められ、事情を知った地域の

人々が金を集めて弁償してくれた。このような村人の行為に感激した良左衛門は、恩返し

にと大井手堰からでは十分に水が届かない中庄地区の約 150 町歩に水を引こうと決意す

る。そこで、藩に対し、那賀川上流の古毛小谷口地先に取水口を設け、古毛、明見、岩脇
こ たに ぐ ち みよ う け ん

地区を縦断する用水を新たに開削する計画を発願した｡しかし、良田が潰れる上流の農民

が反対して許可が下りなかったため、仕方なく郡奉行に願い出て黙許を得、安永 1 年(1772

年)着工した。古毛、明見と上流から下流へ用水を掘り進めたが、岩脇まで来ると百姓達

が工事を中止させようと竹槍や鍬で襲撃するなど妨害してきた。困った良左衛門は郡奉行

に事情を愁訴し、駕籠を借りて現場に置いてその中から指揮をとった。駕籠の前にはお膳

を供えて奉行が召し上がっているかに見せかけるなど、あたかも奉行が直接工事を指示し

ていると思わせた。こうした苦難の末に、天明 9 年(1789 年)9 月、大井手分水からの鎌田

口を廃止し、上流からの通水が始まった。そして寛政 2 年(1790 年)8 月、18 年の歳月を

かけ、ようやく長さ 30 丁（約 3 ｋｍ）、幅 2 間（約 3.6 ｍ）の広瀬用水が完成したのであ

る。しかし、藩に無許可で工事したことをとがめられ、良左衛門は先遣 5 名とともに捕わ

れ入牢となった。良左衛門は工事を黙認してくれた郡奉行に災いが及ぶのを恐れ、獄中で

服毒自殺をする。藩からはせっかく完成した用水を埋め戻すよう命が出されたが、これだ

けは村民必死の嘆願により残されることになった。その代わり、用水路を利用する中庄方

面の人々は、補償米を毎年支払うこととされ、それは明治 9 年(1876 年)の地租改正まで

約 100 年間続いたのであった。

このようにして良左衛門（二代目）が心血を注ぎ命を賭けて完成させた広瀬用水も、洪

水のたびに堰は破壊され、遂に天保 6 年(1835 年)の洪水では川の流れそのものが変わっ

て、破壊された堰を元どおり修復することが不可能になった。そのため、翌年に上流の阿

南市楠根町歯仏に堰を設け、古毛・明見地区のかんがい用水を確保することになった。こ
はぼとけ

れが「上広瀬堰」の始まりである。同時に中庄方面のかんがい用のために「下広瀬堰」が
かみひろせぜき しもひろせぜき

造られた。ちなみに、「広瀬」という名称は北岸側の地名ではなく、南岸側の上大野町に

あった広瀬という旧家（持井橋の上流に現存する）の名称で、堰との位置関係で呼んでい

たのが、いつしか用水施設の名称になったらしい。
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以来、下広瀬用水は潤沢な用水の恩恵にあずかりつつも、良左衛門の事跡は長らく埋も

れたままとなっていた。昭和 14 年に那賀川が大渇水となり、大井手堰、上広瀬堰が取水

困難となった際、下広瀬用水だけは難を免れたため、今更ながら良左衛門の遺徳が偲ばれ

た。そこで、関係地区農民や地主等の拠出により、佐藤家の屋敷があったとされる那東地

区の道路沿いに頌徳碑が建立されたのである。碑文は当時の荒木徳島県知事の揮毫であり、

建立式典には徳島に在住していた佐藤家の子孫もお招きし、盛大に祝ったとされる。

写真ー４ 佐藤良左衛門翁碑 写真－５ 現在も使われている下広瀬用水

５ 水争い

時代は変わっても、洪水や渇水は相も変わらず続く。那賀川流域は全国有数の多雨地帯

であるが、地形が急峻で地質が脆弱なため、たびたび大規模な山崩れが発生した。下流で

は洪水で運ばれた大量の土砂によって常に流路が変わり、那賀川からの取水は不安定な状

況が続いていた。加えて、上流域の林業は藩の重要な産業であり、盛んに筏流しが行われ

たため、取水堰の構造を巡り様々なトラブルも発生した。

写真－６ 大井手堰を通過する筏流し 写真－７ 昭和 30年頃の大井手用水堰

一方、那賀川南岸では「一の堰」、「竹原堰」に加え、明治以降になって「乙堰」、「大西堰」
い ち のせ き たけはらぜき おとぜき おおにしぜき

が造られるなど、かんがい面積は次第に増加していった。それに伴い取水量も増加したた

め、渇水時には水不足となり水争いが頻発するようになった。なかでも明治 27 年（1894

年）の大渇水では、北岸の大井手堰と南岸の竹原堰の間で深刻な水争いとなった。7 月 19

日、大井手堰の関係農民千人余りが、舟路の浚渫との名目で鍬を持って集まり、竹原堰を

縦断して長さ 400 間(720m)、幅５間(9m)、深さ 3 尺(0.9m)にわたり砂州を掘って水を引
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いた。これを知った南岸側の農民がすぐさまこれを埋めにかかり、遂に両岸入り乱れての

投石合戦になった。警察が抜刀してこれを制止したにもかかわらず乱闘は３日間続き、よ

うやく翌日の降雨で争いは治まった、との記録がある。

６ 北岸用水の完成

那賀川の河川改修によって、現在の連続堤防が建設されることになった際、いくつもあ

った取水堰が障害となり、治水と利水は一体的であるべき、との考えが論じられるように

なってきた。政府も、那賀川の抜本的な改修を認め、昭和 7 年(1932 年)に河川改修が始

まった。この動きと平行して、農林部門においても南岸や北岸における堰の統廃合を図ろ

うとする動きが出てきた。

昭和 23 年（1948 年）、農林省（当時）は北岸側において「上広瀬堰」、「下広瀬堰」、「大

井手堰」の取水施設を統合する「那賀川北岸用水国営かんがい排水事業」に着手した。取

水堰の位置は阿南市羽ノ浦町古毛小谷口地先で、前述の下広瀬堰付近にコンクリートの固

定堰を建設した。

写真－８ 工事中の北岸用水堰 写真－９ 完成した北岸用水路
（下方に見える杭が下広瀬堰） （広瀬用水を拡幅し幹線水路とした）

幹線水路延長は 3,198 ｍ、幅は 10.0 ～ 6.0 ｍ、かんがい面積は 2520ha で、昭和 30 年に完

成した。新たに開削した幹線水路は二代目良左衛門が開削した広瀬用水を拡幅し、桜の名

所である岩脇公園の約 500m 下流地点で分岐し、羽ノ浦町岩脇姥ヶ原において初代良左衛
う ば が はら

門が修築工事を行った大井手堰の用水へと接

続された。ここに 100 年余りを経てた二人の

良左衛門の功績が、一本の幹線水路として繋

がったのである。こうして、那賀川平野は近

代農業への道を歩み始め、今では徳島県を代

表する早場米の穀倉地帯となっている。その

北岸用水の取水口脇には「国営北岸用水碑」

が建立され、裏面には国営北岸土地改良事業

の縁起が刻まれている。 写真ー 10 国営北岸用水碑

そして、この事業には後日談がある。国営事業に伴い岩脇付近で幹線水路から分岐する
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ことになった下広瀬用水（良左衛門用水）は、県営事業により他地区への用水とともに一

本の水路に統合され、良左衛門用水は廃川とされたのである。その結果、中庄地区への水

量は大幅に減少して再び水不足が常態化し、二代目佐藤良左衛門に申し開きができない状

況となった。県にも交渉したが改良済みということで応じてもらえなかったようだ。こう

なると良左衛門用水を復活させるしか方法がなくなり、羽ノ浦町（当時）が実施するほ場

整備事業と関連させたり、団体営事業の採択など苦肉の策により、12 年の年月をかけて

良左衛門用水を改修し、ようやく水量が復活したのである。現地に行くと幹線水路から分

岐した二本の用水路がほぼ平行するように走っているのがわかる。南側の用水路は県営事

業で統合された下広瀬用水であり、途中に岩脇地区へ分岐する「刻堰」と揚水ポンプ設備
ときぜき

がある。そして北側の用水路が復活した良左衛門用水である。二つの用水は約 1.1 ｋｍ先

で再び合流し、中庄地区へと分流していく。現在、この用水は「五カ村用水」と呼ばれ、

恩恵を受けている高田、野神、浦川、那東、塚原の５地区が維持管理している。
こ う だ の が み うらかわ な と う つかはら

図－１ 農水省那賀川北岸国営かんがい排水事業と受益地域図

写真－ 11 ２本の水路が平行する五カ村用水 写真－ 12 再び合流する五カ村用水

（左側が良左衛門用水） （奥手右側が良左衛門用水）
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図－２ 現在の那賀川北岸用水堰と幹線水路及び佐藤良左右衛門が開削した用水と昭和初期の取水堰の位置
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７ おわりに

那賀川北岸用水をめぐり、後世に伝承されてきた佐藤家は、代々「用水づくり」に尽力

し、地域農民から大変感謝されてきた。私の家は代々農家であり、二代目佐藤良左衛門が

開鑿した広瀬用水の受益者でもあるため、次第に風化しつつある北岸用水の歴史をとても

気がかりに感じている。

現在、那賀川では南岸用水と北岸用水を統合するとともに、用水･排水を分離すること

によって水質保全を図る「国営総合農地防災事業」が進められている。この事業について

は、事業費が当初計画から大幅に増大したため、工事を一時中止し、計画の見直しが行わ

れた。結局、計画は大幅に縮小されて工事再開となったが、農業関係者が待ち望んでいだ

パイプライン化は、むなしい夢で終わってしまった。やむを得ない事情があったとはいえ、

毎年のように発生する渇水や気候変動等の影響等を考慮すると、この段階での大幅な後退

はまことに残念でならない。とはいえ、まずは一日も早い事業完成を願うしか方法はない

ようである。いずれにせよ、那賀川下流域が発展を遂げたのはすべて水の恩恵によるもの

である。我々地域住民は、農業の礎である「水土」を創造した先人の功績に対し、いつま

でも感謝の気持ちを忘れてはならないと考える。 以上
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・(社)農業農村整備情報総合センターＨＰ

「水土の礎」国土を創造した人々（那賀川平野農の礎）

・那賀川水系河川整備計画 四国地方整備局、徳島県 平成 19 年 6 月
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那賀川北岸用水の歴史を考える《参考資料編》

阿南市羽ノ浦町には那賀川北岸用水の歴史を記した石碑が３基ある。時代とともに北岸

用水の開削に尽力した偉人の存在や水争いの歴史は風化し、人々の記憶から忘れ去られつ

つある。県下各地に残る石碑のなかには、過去の南海地震における教訓など、後世に伝え

なければならない貴重な伝承も多く見受けられる。そこで、北岸用水関係の石碑の文面を

再現し、改めて先人の頌徳を顧みたい。碑文のカナ文字はひらがな表記に改め、古い用語

には注釈とふりがなを加えた。少し読みづらいが、ご一読いただき、その遺徳を偲んでい

ただければ幸いである。

石碑－１ 水路開鑿義人 佐藤良左衛門翁碑（写真－４参照）

羽ノ浦町中庄は往昔水利乏しく米作尤も不便なりき 中庄字那東の義人佐藤良左衛門翁
もつと

之を慨き苦心惨澹身命を賭して自ら工を起し 明和九年九月廣瀬用水路延長約三十町
これ なげ さんたん

（1200 ｍが 11 町）を開鑿せり 爾来※１茲に百六十餘年灌漑百五十餘町歩に及び甞て旱害
かいさく じ ら い ここ よ よ かつ かんがい

※２を知らず餘澤※３今日に至る 此項※４區民※５相謀り※６碑を建てて其の徳を顕彰せんと欲し
よ た く このこう く み ん あいはか そ

文を余に求む 因て其の由来を記すと云う
よつ そ つた

徳島県知事 荒木義夫※７撰書

佐藤翁報恩会建之

注釈

爾来※１：それから後 旱害※２：日照りで農作物が受ける被害
じ ら い かんがい

餘澤※３：先人が残してくれた恩恵 此項※４：この件、本件
よ た く このこう

區民※５：ある地域や範囲の人々 相謀り※６：互いに計画して
く み ん あいはか

荒木義夫※７：第 38 代の官選知事（昭和 14 年 9 月～昭和 15 年 12 月）兵庫県出身

石碑－２ 大井手堰趾の記録 （写真－１参照）

大井手堰趾
お お い で せ き し

大井手用水は阿南の穀倉たる那賀川北岸 立江 坂野 今津 羽浦 平島地区の稲田一千三百
お お い で た つ え さ か の い ま づ はのうら ひらじま

町歩に灌漑する大動脈にして 之が潤渇は関係二千数百農家の死活に関する重要用水なり

思うに川北平地は三角洲の沖積層に属し 往古の水源は那賀川の分派岩脇 古 庄の中間
いわわき ふるしよう

より流る旧那東川の東分派原村を経由の刈屋川と北流して八幡 敷地 小延経由の太田川或
な と う はら か り や や わ た し き じ こ の ぶ お お た

は目佐川 浦川 立江川等の沿岸田地は随所に原始的小堰を造り灌漑し来れり
め さ うら た つ え

蓬庵※１入国以来藩主は殖産に重点を置き開田と水路の施設に尽力したるは西紀一五九二年
ほうあん

文禄元年以降の沙汰書に散見する所にして 西紀一六一七年元和三年に阿淡※２両国合せて
あ た ん

二十五万七千石なりしが 幕末には五十五万石余に増大したるに徴して明なり 其間藩士始
しる そ の
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め庄屋肝煎役※３中に強毅※４堅忍※５識見 衆 に超へ 私財を抛ち身命を賭し一家の得失を忘
きもいりやく ご う き けんにん もろびと なげう

し 郷 党※６百年の長計に殉せし者少なからさりしも 時移り世替り此等前人の事蹟※７往々
きようとう じゆん こ れ ら じ せ き

堙滅※８して伝わらず 餘沢※９永く後の人を益して名姓完く口碑※１０に存せず 大井手堰に
いんめつ よ た く まつた こ う ひ

関する文献の徴すべきもの 甚 稀なり 偶伝すれば粗雑誤謬※１１亦多し 要約すれば大井手
しる はなはだまれ ごびゆう

用水は阿波藩普請総裁判役伊沢亀三郎※１２及其の子藩の用水方速蔵が西紀一八二五年文政
いさわかめさぶろう その はやぞう

八年玉川上水及利根川の水利を研究後の目論見指図して川北全域の庄屋肝煎役等の協力に

依り 永久的大井手堰の完成を見たり
よ

昭和二十二年農林省直営による那賀川北岸水利事業の実施に伴い 其取入口を上流の古毛
その こ も う

へ移転し八年の歳月と四億五千万円の巨費を投じ近代的科学工法に因る堰堤の完成を見る
よ

に至る 多年川北の美田を育成し来りたる大井手堰も 今や功成り名遂げ千古の歴史を秘
かわぎた

めて永久に地下に眠らんとす 川北住民は悵 惆※１３として恰も慈母の死を見るが如く哀
ちようちよう あたか

惜の情禁じ難く茲に経過の一斑※１４を石に勤して後生に伝えんとし 頃日※１５大井手土地改
ここ しる

良区理事長花岡正義君来りて予に文を徴す因て其梗概※１６を敍す※１７ 頌日※１８
よ よつ そのこうがい じよ しよう

城南穀倉 灌水溝通 肥沃膏壌 秋收極豊 欣々稼穡 民衆和衷

能尽全力 今慈遂功 築堰堅固 玉雨金風 端気満地 想鴻業崇

昭和三十乙 未年二月十一日 中西長水撰文竝書※１９
きのとひつじ せん へい

【注釈】

蓬庵※１：初代徳島藩主である蜂須賀家政のこと。慶長 5 年(1600 年)に出家した時の法
ほうあん

名が蓬庵であったため法名で呼ばれている。

阿淡※２：阿波と淡路を併せた名称。蜂須賀家が豊臣秀吉から拝領した領地は現在の徳島
あ た ん

県と兵庫県の淡路島を併せた地域であった。

肝煎役※３：世話をする人 強毅 ※４：心が強く物事にくじけないさま
きもいりやく ご う き

堅忍※５：我慢強くじっと耐えること 郷 党※６：村の人々
けんにん きようとう

事蹟※７：物事があったこと 堙滅※８：埋もれて消えること
じ せ き いんめつ

餘沢※９：先人が残してくれた恩恵 口碑※１０：伝説。永遠に残る言い伝え
よ た く こ う ひ

誤謬※１１：まちがえること
ごびゆう

伊沢亀三郎※１２：寛永３年(1750 年)阿波町伊沢生まれで父は組頭庄屋だった。鮎喰川の
いさわかめさぶろう

蓬庵堤をはじめ、生家の東に位置する伊沢市堤、松茂町笹木野の住吉新田、

那賀川の大井手堰など各地で堤防や用水等の工事に携わり、のち藩の勧農方

まで出世した藩内随一の土木技術者。

悵 惆※１３：がっかりするさま 一斑※１４：一部分。全体から見てわずかな部分
ちようちよう

頃日※１５：ある日 梗概※１６：あらまし
こうがい

敍す※１７：文書や詩歌に述べ表す 頌日※１８：人の徳などを褒め称えた日
じよ しよう

撰文竝書※１９：碑文等の文章を作成し、文字も自筆であること
せん へい
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石碑－３ 国営那賀川北岸土地改良事業 記念碑 （写真－ 10 参照）

北岸用水 起

川北地方は旧立江坂野今津平島羽ノ浦の五ヶ町村一圓の総称にして那賀川下流の一大肥沃

であり此の地方は舊く慶長年間より那賀川の水利に依り耕作を営なまれ縣南屈指の米麦産
ふる

地である従来は原始的杭柵井関により取水する大井手下廣瀬上廣瀬の三用水にて灌漑され

て居たが毎年の洪水期には甚大なる損害を蒙り農家は其の負擔の重 壓に永年苦しめられ
ふ た ん じゅうあつ

て来たが関係農民の願望と時代の要求は遂に國家の認める處となり三用水を統合し昭和
ところ

二十二年四月國営水利改良事業として着工同二十九年八月迄七ヶ年有余の歳月と総工費四

億七千萬圓を投じ那賀川を横断する堰堤並に取水樋門幹線水路三千三百餘米 が完工され
よ メートル

た實に画期的大事業であり又近代科学の粋を結集した工法である之に依り那賀川北岸地
まこと

域二千六百町歩の灌漑は完壁され此の恩惠に浴する事測り知れず仍て此の業績を讃仰し記
よっ

念する為全組合員一同相謀り茲に碑を建て是を永く後世に傳ふ
ここ つた

昭和三十二年十一月二十五日

那賀川北岸土地改良区連

理事長 貴田文治郎 誌之


